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市
政
の
動
き

6
月
定
例
市
議
会

一
般
会
計
に

九
千
九
百
四
十
七
万
五
千
円
を
追
加

6
月
市
議
会
定
例
会
は
、

6
月

9
日
招
集
さ
れ
、
円
日
終
了
し
ま
し
た
。

会
期
中
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
同
議
案
で
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
議
案

マ
引
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
、
九
千
九
百
四
十
七
万

五
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
百
二
億
七
千
五
百
四
十
七
万
五

千
円
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容

斗
，
O

総
務
費
で
は
、
衆
議
院
議
員
選
挙
が

執
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
経
費
八
百
二

十
三
万
七
千
円
を
計
上
。

砂
提
案
説
明
を
す
る
清
河
市
長

民
生
費
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
五
千
万
円
を
計

上
。衛

生
費
で
は
、
下
水
道
事
業
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
二
千
三
百
三
万
八
千
円

を
追
加
。

商
工
費
で
は
、
小
口
事
業
資
金
の
融

資
限
度
額
が
引
上
げ
に
な
っ
た
こ
と
と

円
高
等
の
影
響
に
よ
る
貸
付
件
数
、

貸

付
金
額
が
増
加
し
て
お
り
、
現
在
の
融

資
枠
で
は
対
応
で
き
な
い
の
で
、
預
託

金
一
千
万
円
を
追
加
。

土
木
費
で
は
、
補
助
事
業
の
認
承
額

の
確
定
に
よ
り
、
道
路
改
良
費
一
千
百

八
十
六
万
円
、
河
川
改
修
費
一
千
百
七

十
七
万
六
千
円
、
都
市
改
造
事
業
費
五

千
四
百
万
円
及
び
街
路
事
業
費
二
千
万

円
の
増
額
、
道
路
新
設
改
良
費
四
百
十

三
万
円
、
住
宅
建
設
費
一
億
百
六
十
一

万
四
千
円
が
減
額
と
な
っ
た
の
で
補
正

を
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
財
源
は
、
国

・
県
支
出
金

寄
附
金
、
繰
越
金
、
諸
収
入
及
び
市
債

を
充
当
す
る
も
の
で
す
。

マ
引
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

マ
日
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

マ
引
年
度
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

マ
印
年
度
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て

マ
魚
津
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

設
定
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤

の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

設
定
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い

て
マ
魚
津
市
営
住
宅
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
字
の
区
域
の
廃
止
に
つ
い
て

マ
財
団
法
人
魚
津
市
開
発
公
社
事
業
計

画
書
及
び
決
算
書
類
の
提
出
に
つ
い

て
マ
財
団
法
人
魚
津
市
施
設
管
理
公
社
事

業
計
画
書
及
び
決
算
書
類
の
提
出
に

つ
い
て

マ
魚
津
港
港
湾
区
域
内
の
公
有
水
面
埋

立
に
つ
い
て

マ
魚
津
桃
山
運
動
公
園
野
球
場
築
造
工

事
の
委
託
協
定
に
つ
い
て

守

l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
j
i
l
l
J
2

一
魚
津
駅
西
地
区
土

一
1

一
地
区
画
整
理
審
議

一

一
会
委
員
き
ま
る

一

一

任
期
満
了
に
と
も
な
う
魚
津
駅
西
一

一
地
区
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
選

一

一
挙
を
6
月
日
日
に
お
こ
な
っ
た
結
果
、

一

一
次
の
と
お
り
委
員
が
き
ま
り
ま
し
た
。一

一
ま
た
、
学
識
経
験
者
か
ら
は
次
の
方

一

一
を
市
長
が
選
任
し
ま
し
た
。

一

一
o宅
地
所
有
権
者
の
な
か
か
ら
当
選

一

一

し
た
委
員
(
届
出
順
)

一

一
吉
崎
武
夫
本
新
1
7
5

一

一
虎

谷

保

本

新

3
3
1

一

一
加
藤
重
政
本
新
9
4

一

一
加
藤
庄
一
本
新
町
3
0
3

一

一
古
川
清
末
北
鬼
江
2
4
6
6

一

一
大

崎

清

北

鬼

江

1
6
7
8

一

一
大
崎
信
一
北
鬼
江
1
6
2
2

一

一
o借
地
権
者
か
ら
選
ば
れ
た
委
員

一

一

(無
投
票
)
一

一
大
崎
甚
一
北
鬼
江
2
7
2
3

一

一
o学
識
経
験
者
か
ら
市
長
が
選
任
し

一

一

た
委
員

一

一
加
藤
信
政
本
新
8
0

一

一
大
島
信
夫
釈
迦
堂
一
丁
目
7

ー

ω
一

hv
増
額
が
決
っ
た
宮
津
大
海
寺
新
線

r
l
i
l
i
-
-
1
1
1
l
i
l
i
--L

刑
罰
目
日
目
冊
目
岡
田
冊
目
日
目
岡
田
冊
目
日
目
冊
目
岡
田
岡
田
岡
目
冊
目
師
目
日
四
日
目
日
目
日
目
冊
目
日
目
日
目
日
川
市
刷
畑
町
四
日
間
園
田
凹
岡
山
』

職

員

相

互

研

修

派

遣

表
彰
状
の
伝
達

6
丹
市
議
会
定
例
会
開
会
に
先
だ
ち
、

全
国
及
び
北
信
越
市
議
会
議
長
会
表
彰

規
程
に
よ
る
、
永
年
勤
続
(
叩
年
)
議
員

と
し
て
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
、
竹
内
議

員
、
七
沢
議
員
、
浜
谷
議
員
、
長
勢
議

員
、
森
内
議
員
に
議
長
か
ら
表
彰
状
の

伝
達
が
あ
り
、
清
河
市
長
か
ら
も
特
別

表
彰
及
び
記
念
品
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

毎
年
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
友
好
親
井
原
市
↓

魚
津
市

善
都
市
井
原
市
と
、
今

年

も

職

員

の

藤

井

秀

典

商

工

労

政

課

相
互
派
遣
に
よ
る
研
修
が
行
な
わ
れ
、

武

田

吉

弘

農

林

課

次
の
各
氏
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

魚

津

市

↓

井

原

市

期
間
は
、

6
月
刊
日
か
ら
2
か

月

間

大

森

聡

税

務

課

で
す
。

中

山

明

夫

農

政

課
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解
散
に
伴
う
衆
議
院
議
員
選
挙
及
び
任
期
満
了
に
伴
う
参
議
院
議
員

選
挙
は
来
る

7
日

6
日
に
執
行
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
も
同
時
に
執
行
さ
れ
ま
す
。
今
後
わ
た
く
し
た

ち
に
か
わ
っ
て
国
の
政
治
を
ま
か
せ
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

。
公
示
日

3
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の

参

議

院

議

員

選

挙

順

序

に

よ

っ

て

行

な

い
ま
す
。
投
票
箱

昭
和
日
年
6
月
同
日
は
開
票
事
務
の
促
進
か
ら
原
則
と
し
て

衆

議

院

議

員

選

挙

そ

れ

ぞ

れ

の

投

票

箱

に

投

画

し

て

頂
き

昭
和
日
年
6
月

幻

日

ま

す

。

。
投
票
用
紙

投
票
用
紙
に
用
い
る
用
紙
の
色
及
び

イ
ン
ク
の
色
は
次
の
と
お
り
で
す
。

選
挙
の
区
分
一
用
紙
の
色
一
イ
ン
ク
の
色

衆
議
院
議
員
一
薄
青
色
一
黒
色

国

民

審

査

一

薄

赤

色

一

黒

色

。
投
票
の
時
間

午
前
7
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で

。
投
票
の
順
序

-
衆
議
院
議
員
選
挙
と
最
高
裁
判
所
裁

判
官
国
民
審
査

2
参
議
院
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

e 盟国
市政の動き.....・・・・…・…・・・・・…...2

衆 ・参議院議員の投票日です…3
市の財政状況…..........・・・・・4----5

水道事業の業務報告……………6
愛の皿液聞けあい運動…………ア

角川タムからのお知らせ………ア

あおぞらの街………………8----9
くらしと下水道...........・・・・・・・・・.10
あなだの国保・....................・・・11

保健だより...........・・・・・・・・・・12----13
あなだと図書館...........・・・・・・・ ・・・14
みんなのスポーツ...........・・・・・・・旬

あしらせ・.......................旬----17

ミラージュランド大海水ブール

オーブン......18

歳
(
昭
和
引
年
7
月

7
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
)
に
達
す
る
人
は
新
有
権
者
と

し
て
選
挙
権
の
行
使
が
で
き
ま
す
。

。
不
在
者
投
票

不
在
者
投
票
は
、
選
挙
期
日
の
公
示

の
日
か
ら
選
挙
期
日
の
前
日
ま
で
で
毎

日
午
前
8
時

ω分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

市
役
所
2
階
第
2
会
議
室
で
行
な
っ
て

い
ま
す
。
不
在
者
投
票
を
す
る
人
は
印

か
ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

参
議
院
議
員
選
挙
}

衆
議
院
議
員
選
挙

}
7月
5
固
ま
で

最

高

裁

判

所

一

品
裁
訓
判
由
民
間
閤
田
氏
申
書
客
且
』

。
投
票
区
の
変
更
に
つ
い
て

-
魚
津
第
2
投
票
区
で
元
町
区
、
下

‘ 市不
役在
所者
-1又

.階票
1:讐所

..oo.. 
:z;; 

'土議

'室
え--./.

新
一

・
二

・
三
区
は
魚
津
第
三
投

票
区
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
投
票
所
も
魚
津
市
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
か
ら
、
大
町
幼

稚
園
(
大
町
小
学
校
横
)
に
変
更
に

な
り
ま
す
。

2
上
野
方
投
票
区
に
つ
い
て
は
、
上

野
方
第
1
投
票
区
と
上
野
方
第
2

投
票
区
に
分
割
さ
れ
、
石
垣
、
石

垣
平
区
は
上
野
方
第
2
投
票
区
に

な
り
ま
す
。
投
票
所
は
石
垣
公
民

館
で
行
い
ま
ず
か
ら
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

。
投
票
所
の
変
更
に
つ
い
て

加
積
第
2
投
票
区
の
投
票
所
は
、
今

ま
で
常
泉
寺
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今

回
の
選
挙
か
ら
、
魚
津
勤
労
者
会
館

(魚
津
商
工
会
議
所
横
)
に
変
更
に
な

り
ま
す
。

選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
(
宮
②
2

2
0
0
内
線
2
0
9
)
に
。

(3) 
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市
の
財
政
状
況
が
ど
の
よ
う
な
状
態

に
な
っ
て
い
る
か
を
、

1
年
に
2
回
市

民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

昭
和

ω年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
九
十
四
億
九
千
六
百
万
円
で
、
上

半
期

(
4
月
1
9
月
)
中
に
四
億
九
千

四
百
四
十
万
九
千
円
を
補
正
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
日
月
か
ら
3
月
ま
で
の
下

半
期
で
、
さ
ら
に
三
億
四
千
二
百
七
十

七
万
六
千
円
を
追
加
補
正
し
ま
し
た
。

結
局
、
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、

百
三
億
三
千
三
百
十
八
万
五
千
円
と
な

り
、
こ
れ
は
昨
年
同
期
の
百
五
億
二
千

八
百
五
十
一
万
五
千
円
に
比
較
し
て
川

八
千
円
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
改

定
分
H
六
千
八
百
七
十
三
万
四
千
円
、

河
川
及
び
排
水
路
改
修
事
業
費
H

一
千

六
百
五
十
六
万
円
、
街
路
事
業
費
H

一

千
二
百
万
円
、
生
活
保
護
費
H

一
千
四

百
七
十
五
万
一
千
円
、
保
育
所
運
営
費

一
千
九
十
八
万
円
、
等
。

V
減
額
さ
れ
た
も
の

新
川
広
域
圏
事
務
組
合
負
担
金
H

一

千
九
十
一
万
五
千
円
、
農
林
関
係
県
営

事
業
負
担
金
等
H

一
千
二
百
三
十
九
万

八
千
円
、
老
人
施
設
入
所
措
置
費
等
H

%
の
減
と
な
り
ま
す
。

補
正
の
主
な
も
の

下
半
期
に
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

V
増
額
さ
れ
た
も
の

除
雪
対
策
費
H

一
億
二
千
七
百
六
十

三
万
円
、
都
市
改
造
事
業
費
H
七
千
万

円
、
土
木
災
害
復
旧
事
業
費
H
四
千
七

百
七
十
四
万
五
千
円
、
農
林
災
害
復
旧

事
業
費
H

一
千
五
百
七
十
八
万
円
、
運

動
公
園
築
造
費
H
二
千
四
百
六
十
一
万

砂
街
路
事
業
(
北
鬼
江
吉
島
線

同
凶
什
〕
収
入

・
支
出
割
合

3月末における収支状況

八
百
四
十
三
万
七
千
円
、
企
業
立
地
推

進
事
業
補
助
金
H
二
千
九
百
七
十
万

円
、
失
業
対
策
事
業
H
七
百
三
万
一
千

円
、
た
め
池
等
整
備
、
か
ん
が
い
排
水

及
び
農
道
整
備
事
業

u
一
千
六
百
六
十

八
万
八
千
円
、
小
学
校
建
設
費
H
六
百

七
十
二
万
一
千
円
、
等
。

な
お
、

3
月
末
現
在
の
各
執
行
状
況

は
、
次
表
の
と
お
り
で
す
。

(4) 

市民の市税負担状況
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砂
本
江
小
学
校
体
育
館
(
簡
保
融
資
施
設

市有財産の状況

土 主也 建 物
828，976mz 139，133mz 

務会 記長費一ー.

有価証券その他 基 金
144，882千円 1，180，362千円

臣認1 「ぷt主動:デ
ノ

特別会計予算執行状況 (3月末) (咋白 %)
執 行 状 j兄

会計区 分 予算額
収入割合 支出割合収入済額 支出済額

下水 道事業 43，295 38，671 89.3 36，018 83.2 

簡易水道事業 17，359 16，344 94.2 13，184 75.9 

国民健康保険事業 211窓05，589 18f怠84，233 89.5 18f意25，905 86.7 

老人保健医療事業 23fl.21 ，080 21ff.77，597 93.8 20億97，246 90.4 

農業共済事業 11.U9，555 11意05，845 88.5 90，557 75.7 

水 族 館事業 2f窓97，501 2ff.97 ，482 100.0 2f.窓79，347 93.9 

計 49f意04，379 45f意20，172 92.2 43f.意42，257 88.5 

市 債 の 状 況 (3月末)

教育債 2，235，467千円

土木債 2，148，702千円

災害復旧債 183，487千円 火災復旧債 24，599千円
消防償 91，998千円財政対策債 4，900千円
庁舎建設債 55，262千円

市債総額 73億33，776古
市民一人当り負担額 146，546円

大蔵省 3，875，872千円

郵政省 1，966，202千円

公 営 公 庫 685，042千円

一時借入金の状況

借入額 借入期間

200，000，000円

200，000，000円

200，000，000円

60 . 12 . 26 -60 . 12. 28 

60.12.26-61. 3.31 

61. 3.26-61. 4. 3 

歳入 60年度一般会計収支状況 (3月末) 歳出

区 分 予算額 収入済額 収入割合

千円 千円 % 

市 手見 42f意83，000 42f意54，044 99.3 

地方 譲 与 手見 11宣00，000 95，505 95.5 

娯楽施設利用税交付金 20，000 23，245 116.2 

自動車取得税交付金 70，000 86，103 123.0 

地 方 ヲ男匂、 付税 12f意91，085 16ff.08，236 124.6 

交通安全対策特別交付金 6，500 7，994 123.0 

分担金及び負担金 3f.窓29，344 3f.窓24，008 98.4 

使用料 及び手数料 2f.意11，627 1億99，647 94.3 

国 庫 支 出 金 12億75，343 11ff.98，521 94.0 

県 支 出 金 7ff.81 ，931 6f.意71，544 85.9 

Rオ 産 収 入 lff.74 ，637 11.意37，540 78.8 

寄 附 金 16，834 17，479 103.8 

繰 越 金 5f窓69，671 5f.曹69，671 100.0 

諸 収 入 3f空85，513 11宣84，188 47.8 

市 イ責 8f意17，700 11意11，000 13.6 

歳 入 ぷ口入 言十 103f意33，185 94f意88，725 91.8 

(5) 

区 分 予算額 支出済額 支出割合

千円 千円 % 

議 lヨLエ 費 11意87，984 11意85，511 98.7 

総 務 費 14f意67，470 14fi08，980 96.0 

民 生 費 18f窓29，121 17f.窓38，606 95.1 

衛 生 費 6f意38，141 5f意21，698 81.8 

労 働 費 97，794 94，801 96.9 

農林水産業費 10f窒10，275 8f書54，381 84.6 

商 工 費 3f意38，520 3f窓30，613 97.7 

土 木 費 18f意78，510 15f意75，900 83.9 

?肖 |坊 費 2億54，122 2f意49，241 98.1 

教 育 費 12億58，967 111意57，651 92.0 
グzet《 害 復 |日 費 2f意07，108 11窓15，418 55.7 

o {責 費 9億84，523 9億69，167 98.4 

諸 支 出 金 11.意30，650 11.意23，959 94.9 

予 イ庸 費 50，000 。 。

歳 出 ぷ口入 計 103f意33，185 93f.窓25，926 90.3 
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業

務

状

況

O
給
水
人
口
j
i
-
-
士
一
七
、
六
九
九
人

O
給
水
戸
数
j
i
l
-
-
-
'

九
、
七
九
二
戸

O
総
配
水
量
;
四
、七
二
六
、

O
一
0
.町

0
総
給
水
量
:
三
、
=
二
七
、
六
五
七
耐

O
有

収

率

:
:
:
:
J
J
・-'
七
O
、
二

%

収 支 予算対額
区 分 予 算 額 にす

上半期 下半期 言十 る割合

給水収益 326，952 170，545 174，691 345，236 105.% 6 

受託工事収益 74，586 11，906 55，676 67，582 90.6 

その他の収益 15，656 6，800 8，135 14，935 95.4 

収益合計 417，194 189，251 238，502 427，753 102.5 

原水及び浄水費 49，870 15，605 23，195 38，800 77.8 

配水及び給水費 57，262 8，522 56，830 65，352 114.1 

受託工事費 71，035 7，102 54，117 61，219 86.2 

総 係 費 93，171 43，363 47，216 90，579 97.2 

減価{賞却費 75，578 75，061 75，061 99.3 

支払利息 131，947 64，147 67，162 131，309 99.5 

その他の費用 800 15 19 34 4.31 

費用合計 479，663 138，754 323，600 462，354 96.4 I 

(うち職員給与額) 77，481 36，958 40，274 77，232 99.7 

差 号| ム62，469 50，497 ム85，098 ム34，601

〈単位:千円〉
昭和60年度損益収支状況2 

経
理
の
状
況

ω年
度
末
に
お
け
る
損
益
勘
定
の
収

支
状
況
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

収
益
で
は
、
水
道
料
金
や
受
託
工
事

収
入
等
で
、
四
億
二
千
七
百
七
十
五
万

三
千
円、

一
方
、
費
用
で
は
、
原
水
及

び
浄
水
費

・
配
水
及
び
給
水
費

・
人
件

費

・
支
払
利
息
等

で
四
億
六
千
二
百

三
十
五
万
四
千
円

差
引
三
千
四
百
六

十
万

一
千
円
の
経

常
損
失
と
な
り
、

前
年
度
繰
越
利
益

剰
余
金
六
千
円
を

加
え
、
三
千
四
百

五
十
九
万
五
千
円

の

ω年
度
未
処
理
欠
損
金
と
な
り
ま

し
た
。

3 

建
設
改
良
工
事

ω年
度
下
半
期
に
お
け
る
主
な
実
施

工
事
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

V
吉田
区
第
二
配
水
場
電
気
計
装
設
備
工

事

一

五

、六
O
O千
円

V
道
坂
水
源
地
ー
横
枕
管
理
室
問
、
高

区
第
一
配
水
場
l
高
区
第
三
配
水
場

開
テ
レ
メ
ー
タ
l
設
備
工
事

一三
、
二
O
O千
円

V
魚
津
駅
本
新
線
配
水
管
布
設
工
事

五
、三
O
O千
円

V
県
道
富
山
魚
津
線
配
水
管
布
設
工
事

五
、
0
0
0千
円

V
市
道
魚
津
中
央
線
歩
道
配
水
管
布
設

工

事

五

、
二
五

O
千
円

一
水
道
管
の
三一一一言一一一一一一一一
一一一…

一
洗
管
に

J

一三三長当一一一

…
つ
い
て
お
知
ら
せ
ニ
ニ
一
一一三一一

水
道
局
で
は
、
水
道
管
の
中

一

一
に
た
ま
っ
て
い
る
錆
ゃ
あ
か
を
洗
い

一

一
出
す
た
め
、
年
に
一
度
洗
管
を
行
っ

一

一
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
次
に
よ
り
洗

一

一
管
を
行
い
ま
す
の
で
、
地
域
に
よ
っ
一

一
て
は
、
多
少
、
水
が
濁
っ
た
り
断
水

一

一
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
夜
間

一

一
に
水
を
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
予
備

一

一
と
し
て
、
く
み
水
を
し
て
く
だ
さ
る

一

一
ょ
う
お
願
い
し
ま
す
。

川
作
業
区
域
上
水
道
全
域

ω作
業
日
程

7
月
辺
日

ωか
ら

一

7
月
お
日
幽
ま
で

一

一

ω作
業
時
間
午
後
日
時
か
ら
翌

一

日
午
前
2
時
ま
で

一

、3F-121Fiji-----{ZEz--JIris
--gr・
-3fj-J

n
o

…
労
働
保
険
の

加
入
に
つ
い
て

お
願
い

…

労
働
保
険
制
度
は
労
働
者
の
社
会
~

…
復
帰
、
安
全
衛
生
、
福
祉
、
生
活
の
…

…
安
定
、
雇
用
の
促
進
に
寄
す
る
制
度
…

川
で
あ
り
ま
す
。

労
働
保
険
料
は
労
災
保
険
料
と
雇
〈

〉
用
保
険
料
(
旧
失
業
保
険
料
)
を
統
〉

〈
合
し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

加
入
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
を
)

…一

人
で
も
雇
用
す
る
事
業
に
は
、
…

~
原
則
と
し
て
「
規
模
や
業
種
を
問
~

…
わ
ず
全
面
適
用
」
と
な
っ
て
い
ま
…

~
す
。

~

い

加

入
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
安

…

~
定
所
、
労
働
基
準
監
督
署
へ
お
問
い
~

い
合
わ
せ
の
上
、
加
入
さ
れ
る
こ
と
い

へ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
ま
た
、
事
務
手
続
き
等
に
つ
い
て
〉

〈
は
、
地
域
に
あ
る
労
働
保
険
事
務
〈

一
組
合
、
ま
た
は
、
も
よ
り
の
社
会
保
山

…
険
労
務
士
が
代
行
事
務
を
行
っ
て
い川

~
ま
す
の
で
、
委
託
さ
れ
ま
す
と
、
ぃ
~

い
ろ
い
ろ
な
利
点
が
あ
り
ま
す
の
で
お
い

、
す
す
め
い
た
し
ま
す
。
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現
代
の
科
学
技
術
に
よ
っ
て
も
、
血

液
を
人
工
的
に
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。だ

れ
で
も
、
い
つ
で
も
、
{
女
心
し
て

輸
血
が
う
け
ら
れ
る
た
め
に
、
献
血
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い。

本
月
は
、
献
血
推
進
月
間
と
し
て
、

「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
街
頭
献
血

等
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

V
期
間
昭
和
日
年
7
月
1
日
か
ら

7
月
訂
日
ま
で
の
一
ヵ
月
間

V
主
催
富
山
県

・
日
本
赤
十
字
社

富
山
県
支
部

※
参
考
「
こ
ん
な
手
術
に
は
こ
れ
だ

け
の
血
液
が
必
要
で
す
」

O
脳
手
術

(5
1
m
人
分
)

O
肺
手
術

(
2
1
m
人
分
)

童-書島ネ1キt- 3第5 

魚 魚 魚市喜大民 2月71 金ー『 目巴』

霊銀津 津草会 市津 午後時分1 閑日) T3i:トF周H晶-. ト』

行福祉 ホ1 吠~
協議ル 室A主
~ 

0
心
臓
手
術

(
m
l
m
人
分
)

(
人
工
心
肺
)

O
肝
臓
手
術

(
m
j
印
人
分
)

O
激
症
肝
炎

(
l
回
l
m
人
分
、

3
1

4
回
以
上
)

O
胆
の
う
摘
除
術

(
o
i
m
人
分
)

O
胃
が
ん
手
術

(
2
1
日
人
分
)

O
胃
潰
ょ
う
手
術

(
2
1
5
人
分
)

O
小
腸
切
除
術

(
2
i
m
人
分
)

O
大
腸
切
除
術

(
2
1
白
人
分
)

V
一
人
分
の
献
血

u
m
Mと
し
て

(
日
本
輸
血
学
会
等
資
料
よ
り
)

角
川
ダ
ム
は
、
松
倉
城
祉
の
真
下
に

あ
り
、
春
は
新
緑
、
秋
は
紅
葉
を
求
め
、

こ
こ
を
訪
ず
れ
る
方
も
年
々
多
く
な
り

市
民
の
方
の
憩
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
融
雪
出
水
も
な
く
比
較
的

穏
や
か
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
今
日
に
至

っ
て
お
り
ま
す
が
、

一
方
今
年
の
気
候

は
、
変
化
の
大
き
い
男
性
型
気
候
と
も

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
梅
雨
期
及

=
び
台
風
時
期
に
お
け
る
集
中
豪
雨
等
が

匂

i
ti
!
?
4‘4
‘;
‘j
j
tj
、j
、;
‘4
2;f
i‘4
、j
;
?
4i
f

j‘;
‘;
‘4
4j
、』、
4
11
4
6J

…
青

年

祭

7
月
日
日
制

…

一
魚
津
市
の
青
年
祭
が
、
魚
津
市
民
年
館
建
設
の
た
め
の
ガ
ラ
ク
タ
市
を
や

…
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
と
同
行
な
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
、

…

叩
時
に
、
別
人
献
血
、
ア
フ
リ
カ
難
民
協
力
を
お
願
い

し

ま

す

。

一

…
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
|
、
青

魚
津
市
連
合
青
年
団

…

r』
さ
i
!
f
tf
i
1t?
}34
ei
?』
》
』
5

』
を
i
?
1
・i
f
i
F
t
I
i
1
2f
i
ftf
'f
4-4
1
f
』
pi
1』
SL

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ダ
ム
の
機
能
に

つ
い
て
御
案
内
い
た
し
ま
す
。

角
川
ダ
ム
は
、
ダ
ム
上
流
に
大
き
な

雨
が
降
っ
た
時
に
か
自
然
調
節
方
式
。

と
よ
ば
れ
る
方
式
で
洪
水
を
調
節
し
て

水
害
を
防
ぐ
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

自
然
調
節
方
式
の
ダ
ム
(
別
名
H

穴

あ
き
ダ
ム
)
に
は
、
川
の
大
き
さ
に
み

あ
っ
た
穴
が
あ
い
て
い
て
、
多
く
の
水

が
短
時
間
に
入
っ
て
来
て
も
、
{
八
の
分

し
か
水
が
出
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す。
つ
ま
り
、
ゲ

l
ト
(
水
門
)
を
あ
け

た
り
、
し
め
た
り
し
て
洪
水
を
調
節
す

る
ダ
ム
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
角

川
は
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
ま
だ
川
を

き
れ
い
に
な
お
し
て
な
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
、
大
き
な

雨
が
降
っ
た
時
に
は
、
水
が
あ
ふ
れ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
生
懸
命
な
お
す
よ
う
に
ガ
ン
バ
っ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
し
ば
ら
く
時
間
が
か

か
り
ま
す
。

ダ
ム
か
ら
急
に
た
く
さ
ん
の
水
が
出

る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
危
険
を

知
ら
せ
る
た
め
に
サ
イ
レ
ン
を
な
ら
し

た
り
、
マ
イ
ク
放
送
を
し
た
り
警
報
車

で
案
内
を
し
た
り
い
た
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
に
は
、
早
く
川
か
ら

あ
が
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

川
の
そ
ば
に
近
よ
ら
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。富

山
県
角
川
ダ
ム
管
理
事
務
所

(7) 
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品
質
状

6P枚
々

-zmL入
退

宮
ム
糸
魚
津
市

会
貝
占
市
は

11

主
主
t

、見
A
る
?
ー

あ
が
ぞ

P

り
概
畳

r
p
Jテス
h
じ
い
お
い
〈

綬
巻
町
点
婿
を
お
う
め
・
り
す
て
や
h

害
さ
れ
を
貸
し
ま
寸

na世
代
サ
マ
ザ
《

a
q
A細

3
3
2林
掠

弘

d由h・a・
告Saz 

Z:- .lI・
司

.哩町・

‘-あおぞら観察コンテストに入選

魚
津
市
は
「
あ
お
.ぞ
ら
の
街
」
環
境

庁
の
実
施
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
で
大
変
良

好
な
成
績
で
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
庁
は
、
郷
土
の
空
と
大
気
保
全

へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、「あ

お
ぞ
ら
観
察
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
。

魚
津
市
は
視
距
離
が
大
変
良
好
と
判
定

さ
れ
、
「
あ
お
ぞ
ら
の
街
」
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
東
京
、
和
歌
山
、

鳥
取
、
秋
田
、
茨
城
を
除
く
、
四
十
二

道
府
県
の
八
十
五
市
町
村
が
参
加
し
、

地
元
住
民
が
モ
ニ
タ
ー
と
な
り
、
各
地

の
シ
ン
ボ
ル
的
な
ビ
ル
や
山
、
あ
る
い

は
鉄
塔
な
ど
を
目
標
物
に
定
め
、
3
月

初
日
か
ら
4
月
初
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間

観
察
を
続
け
る
と
い
う
方
法
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

判
定
は
「
大
変
良
好
川
」
「
良
好
A
」

「普
通
B
」
の
三
段
階
方
式
で
行
わ
れ
、

選
定
四
十
市
町
村
の
う
ち
以
は
三
十
五

市
町
村
、

A
が
五
市
町
で
し
た
。
富
山

県
内
で
は
魚
津
市
が
参
加
し
、
判
定
は

以
で
し
た
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

環
境
週
間
の
6
月
5
日
か
ら
一
週
間
、

東
京
新
宿
の
住
友
ビ
ル
で
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

観
察
の
状
況
は
、
道
下
(
六
人
)
、
吉

島
(
八
人
)
、
村
木

(
六
人
)
、
住
吉

(
十
人
)
の
四
小
学
校
の
五
年
生
と

一

般
五
人
の
計
三
十
五
人
が
モ
ニ
タ
ー
と

な
り
、
学
校
か
ら
あ
る
い
は
自
宅
で
環

境
庁
の
基
準
に
基
づ
い
て
視
距
離
を
観

察
。
目
標
物
は
市
役
所
か
ら
約
五
キ
ロ

地
点
の
新
川
広
域
圏
西
部
清
掃
セ
ン
タ

ー
の
煙
突
、十
キ
ロ
地
点
の
別
又
林
道
、

，.， 

(8) 
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6月22日ミラージュハウスのテニスコート

で、神和住純氏 (プロテニスプレーヤー)を

招待して、実技講習会が行なわれた。

会場にはたくさんのテニス愛好家がつめか

け同氏の指導を受けた。

" 
憎ヶ岳に近い標高約 1，200mにある池尻の池の

環境調査が 6月12日行なわれた。今年は池のまわ

りにはまだ残雪があり、ミズバショウの成育は例

年より遅れていたが、同池に棲むモリアオガエル

の卵やク ロサンショウウオが元気な姿をみせてお

り自然環境の状態は良好に保たれていた。

池尻の池環境調査
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撮
影
し
ま
し
た
。
一
ヶ
月
間
の
集
計
対

象
日
数
は
幻
日
間
で
平
均
視
距
離
は
十

七

・
二
キ
ロ
で
約
八
十
六
%
の
人
が
毛

勝
岳
の
頂
上
が
見
え
た
こ
と
に
な
り
ま

す。
参
加
者
の
感
想
を
み
る
と
「
晴
れ
わ

た
っ
た
日
の
立
山
連
峰
の
自
然
の
す
ば

ら
し
さ
に
感
動
し
た
」
、
「
こ
の
観
察
を

通
じ
て
、
毛
勝
山
が
私
に
と
っ
て
近
い

存
在
に
な
り
、
山
を
見
る
の
が
好
き
に

な
っ
た
」

「観
察
を
毎
日
続
け
て
み
て
、

今
ま
で
山
々
を
単
に
景
色
と
し
て
見
て

魚津市が全国

cro 
hv
僧

ヶ

岳

の

雪

絵

昔から農作業の時季を知らせてくれた僧ヶ岳の雪絵。僧ヶ岳は毛勝岳とと

もに私達魚津市民に四季折々の変化をみせ心の安らぎを与えてくれる壮大

な山でもある。 僧ヶ岳標高1.855.4m 毛勝岳標高2.414.4m。

気しと 澄る 識緑 どるずりンつい
保んをんこあさの大 。日、まテてた
全き誇だの らせ豊気 がくしス見け
にろり 『魚たらか汚 あもたトるれ
努うとあ津めれな染 りり¥にこど
めをしお市てる地の 、空快参と
ま消てぞが自結域な 不な晴加がこ
しさ 、ら全分果でい 思のなしでれ
よなまの国たとあ自 議にのてきか
ういた街的ちなる然 に遠に良まら
。た魚 』 にのりこそ 思 く遠いすは

め 津でも住まとの つまく経 。目
に名あ大んしをも たでが験こ的
も物る気でた再の 」。見見 と の を
大のこのい 。認で なええなコも

L 一 也 1...."" 泊砦噌 ‘j 弱 体先
~;~ ~，占~!， .. 

. -ι .- 一一一一て~ ' .. ，..、~'\..牛 お行統 4昌
i いわあ J耳、
1 て れ る 宝E

戸、句 、た魚 竺E
?争~ 4高 津 王室
、¥三 年校高 EE

ぶ総校 来三F
り体ラ :ご
11兼って 7 
回第平 二j

目 39.2 乞1
の回明 fj、

.優県か 乙

部
県
大
..b. 
~ 

で
優
勝

‘F

東
京
都
新
宿
区
住
友
ピ
ル
で
入
選
し
た

市
の
展
示
物
を
見
学
す
る
清
河
市
長

企魚津高校放送部3年連続最優秀校に i

6月15日に行われた第25回富山県高校放送

コンテストにおいτ、魚津高校放送部は 、見事

3年連続して最優秀校に輝きました。コンテス

トは5部門に分れており、魚津高校は、アナウ

ンス 、朗読、ラジオ、研究発表の4部門に入賞

者を出しました。 7月25-26日に行われる全

国大会にむけて、部員達は毎日猛特訓中です。

(9) 
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Sしと
下

水

道

〈
シ
リ
ー
ズ

ー
下
水
道
の
使
用
は

い
つ
か
ら

1

下
水
道
が
完
成
し
た
の
ち
、
私
た
ち

が
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

全J包盤会~

す者法
、律

占に
有よ
者つ
にて
義土
務 地
づの
け所
ら有
れ者
てや
い使
ま用

改
造
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す。
-
下
水
道
の
維
持
管
理
費
は
使
用
者

・
ト
イ
レ
の
水
洗
化
は

3
年

以

内

に

の

負

担

で

す

完
備
し
ま
し
ょ
う

下
水
道
の
施
設
が
運
転
を
は
じ
め
ま

下
水
道
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
す
と
、
こ
れ
を
円
滑
に
運
転
し
た
り
、

る
と
、
各
家
庭
で
は
従
来
の
汲
取
り
便
補
修
す
る
な
ど
、
維
持
管
理
を
行
わ
な

所
や
浄
化
槽
式
便
所
を
下
水
道
に
連
結
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
維
持
管
理

し
た
水
洗
便
所
に
改
造
し
な
け
れ
ば
な
に
必
要
な
費
用
は
、
下
水
道
を
使
用
す

り
ま
せ
ん
。
改
造
工
事
は
ほ
ん
の
わ
ず
る
人
び
と
の
負
担
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

か
な
時
間
で
す
み
ま
す
の
で
、
工
事
に
ま
す
。

よ

る

不

便

は

あ

り

ま

せ

ん

。

ヘ

次

回

は

「

完

全

な

排

水

設

備

を
J

こ
の
水
洗
便
所
化
に
つ
い
て
は
、
法

一
つ
く
る
に
は
:
:
:
」
を
お
と
ど

一

律
に
よ
り
公
示
の
日
か
ら
3
年
以
内
に
/
け
し
ま
す
。

」

--pa，
蜘
膨
ト

I
l
l
l
一

1
一

下

水

道

は

誰

が

行
い
ま
す
。

…

“，官
A

j

県
庁
に
は
下
水
道
課
が
あ
っ
て
市

川

、
〆
作
っ
て
い
る
の
か
?

k
r

町
村
の
指
導
を
行
っ
た
り
、
流
域
下

九

守え
て

下
水
道
の
建
設

・
管
理
に
水
道
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
…白

.

つ
い
て
は
、
種
類
に
よ
っ
て
国
で
は
建
設
省
に
下
水
道
部
が
あ
~

J

次
の
と
お
り
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
り
、
県
や
市
町
村
の
指
導
を
行
う
と
…

ま
す
。

と
も
に
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
川

公
共
下
水
道
:
:
:
市

町

村

す

。

い

流
域
下
水
道
:
:
:
都

道

府

県

こ

の

ほ

か

、
下
水
道
に
つ
い
て
豊
川

都
市
下
水
路
:
:
:
市
町
村
富
な
経
験
を
持
っ
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン

山

下
水
道
の
建
設
は
、
通
常
の
都
市
ト
や
建
設
工
事
を
請
負
う
業
者
、
そ

川

に
お
い
て
は
、
約
初
年
1
初
年
の
長
し
て
、
技
術
者
の
不
足
し
て
い
る
市
川

期
に
わ
た
る
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
町
村
に
か
わ
っ
て
下
水
道
の
計
画
や
へ

い
な
り
、
ま
た
、
建
設
工
事
が
終
わ
っ
建
設
工
事
を
行
う
日
本
下
水
道
事
業

い

て
も
、
そ
の
運
転
、
修
理
、
そ
の
他
団
が
あ
り
ま
す
。

の
管
理
は
永
久
に
続
く
も
の
で
す
。
下
水
道
の
整
備
は
、
こ
れ
ら
の
団
い

市
町
村
は
下
水
道
事
業
の
主
役
で
体
の
努
力
に
よ
っ
て
全
国
の
多
く
の
川

す
。
市
役
所
に
下
水
道
課
が
あ
り
、
市
町
村
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る

い

川
公
共
下
水
道
の
建
設

・
管
理
を
直
接
の
で
す
。

。。

第
引
回
富
山
県

保
健
衛
生
大
会

7
月
引
日

魚
津
市
民
会
館
で
開
催

H

住
み
よ
い
環
境
、
あ
ふ
れ
る
健
康
。

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
よ
り
健
康
で
豊
か

な
く
ら
し
と
、
や
す
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ

る
生
活
環
境
の
実
現
の
推
進
を
期
し
、

第
訂
回
富
山
県
保
健
衛
生
大
会
が
次
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

マ
と
き

7
月
訂
日
肘
午
前
日
時
か
ら

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
民
会
館

マ
参
加
者
県
内
保
健
衛
生
組
織
会
員

参
加
人
員
削
人

マ
大
会
日
程

表
彰
、
特
別
講
演

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

事
例
発
表

大
会
宣
言
決
議

川や海岸をきれいにする

運動月間 7月1日""'8月31日

う
に
な
る
の
は
い
つ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

く
ら
し
と
下
水
道

ω
・
法
律
で
使
用
開
始
目
、
地
域
が
公

示
さ
れ
ま
す

下
水
道
工
事
が
終
わ
り
ま
す
と
、
法

律
(
下
水
道
法
)
に
よ
っ
て
使
用
(
供

用
)
開
始
の
年
月
日

・
地
域
な
ど
が
公

示
さ
れ
ま
す
。
各
家
庭
で
は
、
こ
の
公

示
の
あ
と
、
汚
水
を
下
水
道
に
流
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
水

洗
便
所
の
使
用
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

-
排
水
設
備
を
つ
く

H
り
ま
品
目
レ
ト
A
F
A
J

下
水
道
に
汚
水
を
流

す
た
め
に
は
、
各
家
庭

ご
と
に
排
水
設
備
を
つ

く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
排
水
設
備

は
、
宅
地
や
私
道
内
に

つ
く
り
、
家
庭
か
ら
で

る
汚
水
を
下
水
道
に
流

す
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

排
水
設
備
の
設
置
は
、
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
、
印
年
度
国
保
会
計
の
決
算
、
肥
満
の
予

防
、
一
口
医
学
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
保
を
さ
さ
え
る

国
民
健
康
保
険
税

国
保
の
財
源
は
、
国
庫
負
担
金
(
補

助
金
)
と
被
保
険
者
に
納
め
て
い
た
だ

く
保
険
税
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
昭
和
日
年
度
国
民
健
康
保

険
税
第
一
期
分
の
納
入
月
で
す
か
ら
忘

れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

昭
和
印
年
度
国
保
会
計
決
算

歳
入
総
額

幻
億
1
千
2
百
万
円

歳
入

歳
出
総
額
却
億
7
千
9
百
万
円

差
引
き
3
干
3
百
万
円
を
昭
和
日
年

度
へ
繰
越
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
年
度
国
保
会
計
は
、
い

ま
ま
で
の
年
に
な
い
厳
し
い
年
で
あ
り

ま
す
の
で
、
一
般
会
計
か
ら
5
千
万
円

の
繰
入
れ
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
国
保
被
保
険
者
の
一
層
の
医

療
費
適
正
化
に
ご
協
力
を
願
い
ま
す
。

歳
出

凶。
槽。

痛。膿 o

ま。漏。
なoは。

歯
槽
膿
漏
は
、
歯
ぐ
き
が
は
れ
た
り
、

出
血
し
た
り
す
る
歯
肉
炎
か
ら
は
じ
ま

っ
て
、
歯
ぐ
き
か
ら
う
み
が
で
た
り
、

歯
の
根
元
が
と
び
出
し
た
り
し
て
、
歯

が
ぐ
ら
つ
い
て
き
て
、
や
が
て
歯
が
抜

け
て
し
ま
う
と
い
う
病
気
で
す
。

日
本
人
に
は
た
い
へ
ん
多
い
の
で
す

が
、
や
っ
か
い
な
の
は
痛
み
と
は
無
関

係
な
こ
と
。
痛
く
な
け
れ
ば
歯
科
医
に

か
か
ら
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
か
ら

か
な
り
ひ
ど
く
な
る
ま
で
放
っ
て
お
か

れ
が
ち
で
す
。

と
き
ど
き
口
の
中
が
臭
い
。
歯
ぐ
き

は
健
康
な
ら
ば
淡
紅
色
な
の
に
、
濁
っ

た
よ
う
な
赤
い
色
に
な
っ
て
い
る
。
朝

起
き
た
と
き
口
の
中
が
粘
る
。
歯
を
み

が
く
と
き
に
出
血
が
あ
る
な
ど
の
症
状

に
気
づ
い
た
ら
早
く
歯
科
医
に
診
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

痛
ま
な
い
と
い
っ
て
も
、
徹
夜
し
た

り
、
風
邪
を
ひ
い
た
り
し
て
体
が
疲
れ

て
い
る
と
き
、
か
た
い
も
の
を
食
べ
す

ぎ
た
と
き
な
ど
痛
む
こ
と
が
あ
り
ま
す

し
、
歯
根
膜
の
炎
症
が
あ
ご
の
骨
な
ど

に
移
っ
て
い
く
と
、
あ
ご
が
痛
か
っ
た

り
、
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その他の収入 191.134千円

その他の支出

59.013千円

保健施設費
9.786千円
0.47% 
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問い合わせは、魚津市健康センター ft24-3999 
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※診療時間は、いずれも午

前9時から午後511寺まで。

内 .3 対 象 と き と ー ろ 備 考} 

母 親 学 級 妊婦とその家族 7月18日幽 9: 30-16:00 ーーーーー・・ー・ーーーーーーーーーーーーー-一一歩 昼食をご持参ください。

4か月児健診
4か月児 7月10日附 13 : 00 -13 : 30 魚津市健康

4か月児 7月24日休) 13 :00-13: 30 センター

8か月児健診 8か月児 7月 9目。同 13:00-14:00 ーー・・ー・ーーーーー・ーー・ーーーーーーーー一一歩
ツベルクリン反応検査
を併せて行います。

離乳食講習会 8か月児 7月11日幽 13: 00 -15: 00 
麻しん(はしかす)の接種「→

1歳6か月児健診 59年12月生まれの幼児 7月22日(刈 13 : 00 -14 : 00 -------・・・・・・・・・・・・ーー---1 券を発行しま

股関節脱臼検診 3か月児 7月 3日(村 13: 00 -13: 30 

58.6.16-58.7.15生まれの幼児 7月16日か同
魚津保健所

3 歳児健診
58.7.16-58.7.31生まれの幼児 8 月 6 日~同 13: 00-14: 00 

ー・ーーー・ー・ー・・ー・・ー・・ー・・ー・・・一ー参 尿の検査があります。

歯 の 相 談 乳幼児と妊婦 7月25日ω 9:00-12:00 

機 自E ヨ" 練 脳卒中後遺症のある人
7月 3日休) 10 :00-15: 00 魚津市健康 ⑥訓練は10:00-12:00

〈リハビリテーション〉 7月17日(柑 10:00-15 :00 センター ⑥診察は13:00-14:00

健 康 相 談 一 般市民
7月 3日(村 13 :00-15: 00 魚津市健康センター 血圧測定・心電図・検尿

7月 8日(刈 10 : 00 -11 : 30 百 楽 荘 診察が受けられます。

心 の健康相談 一般市 民 7月15日(火) 13: 30-15 :00 魚 津 保健所 老人ポケの相談も受けます。

毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 村木公民館

毎週水曜日 10 : 00 -11 : 30 魚津市健康センター
ト+男性も参加してくださ

健 康 体 操 毎週月曜日 道下 公民 館
し、。

10: 00 -11 : 30 

と 一 般市民 毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 西布施公民館

健 康 相 談 毎週木曜日 10 : 00 -11 : 30 大町公民館

毎週月木曜日 10 : 00 -11 : 30 本江公民館

" 9: 30-11 :00 経団公民 館

ツベルタリン反応 8か月児 7月 9目。同 13: 30-14: 00 魚津市健康

B.C.G予防接種 8か月児 7月11日幽 13: 00-14: 00 センター

胃が ん検診 一 般市民
7月 2日か同 9:00-10:00 下中島公民館 (70歳以上無料

7月13日(臼) 9:00-10:00 魚津市健康センター 料金 69歳以下 700円

子宮がん検診 一 般市民
7月 2目。ω13: 00-14: 00 下中 島公民館 (70歳以上無料

7月13日(日) 13 : 00 -14 : 00 魚津市健康センター 料金 69歳以下 500円

乳がん検診 一 般市民
7月 2日令同 13 :00-14 :00 下中島公民館

料金一-ーーー・ーー・ーー・1，100円
7月13日(日) 13 :00-14: 00 魚津市健康センター

。がん検診希望者は、 実施日 10日前まで魚津市健康センター (ft@3999)へ申し込みください。予定数に達し たら締切ります。

7月 7日開) 13 : 15 -15 : 00 魚津保健所⑧

7月 8日(刈 13: 15 -15 : 00 木下新公民館 ⑧ 〈注意掌項〉

7月11日幽 9:30-11:30 奥東城公民館 ⑧ @ 結核検診のときは

住 民 検 霊開会? 7月11日幽 13: 15 -15: 00 天 神公民館⑧ 受診票を必ず持参〈
7月18日幽 9:30-11:30 片員ニケ村公民館 ⑮

ださい。

(結核と ) 一般市民
7月18日幽 13: 15 -15: 00 片貝公民館 ⑧

@ 成人病検診受診の
成人病検診 7月21日開) 13:15-15:00 魚津保健所 ⑧

7月22日(刈 9:30-10:30 川縁公民館 とき、健康手帳をも

7月22日(刈 10 :45-11: 30 宮 津公 民館 っている人は持参〈

7月22日(火) 13: 15 -15: 00 ニケ公民 館 だきし、。

⑧ は 成人病検診 7月25日働 9:30-11:30 教育センター

もあり ま すo 7月25日倒 13: 15 -15 : 00 下中島公民館 ニの項、次頁へ続く。

(12) 
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J勾 唱，持す田 対 象 と き と ー ろ 備 考} 

7月29日(刈 9:30-11 :00 石垣新志むらの湯前 この項、前頁から続〈 。

住 民 検 診
7月29日(刈 13: 15 -14: 00 印回公民館

7月29日(刈 14: 10-15 :00 ニ 田公民館

(結核と ) 

一 般市民 8月 1日幽 9:30-11 :30 大光寺公民館

8月 1日働 13: 15 -15 : 00 農協下野方支所
成 人 病検診 8月 5日(刈 9:30-11 :30 百 楽 荘

8月 5日(刈 13:15-15:00 本江公民館

母乳育児相談 一般 市 民 7月18日幽 13: 00-14 :00 
魚津市健康 急を要も相す談るに場応合はま、い

センター つで じす。

巡回栄養指導車 一般 市 民
7月II日働 10: 30 -12: 00 奥東城公民館

〈キッチンカー〉 7月II日倒 13: 30 -15 : 00 天神公民館

13: 30-14: 00 魚津市健康センター
-第 1期=3固接種 ⑥体温は自宅で‘計って

4月実施日現在、 2 該当地区 きてください。
予 百日せき 歳児で、 4月-6月 7 月 16日ヤ同 全地区の方 ⑥母子健康手帳 ・印か

防
に l回-2回接種ず (7月が最終日です)

んを持参ください。
ジフテリア みの幼児。 ※接種できない幼児

接 破 傷 風 -第2期=1回のみ接種 @ 発熱、または心臓、じん臓、肝臓疾患などのために治療している幼児。
第 1期を 2回-3回 @ 接種前、 1年以内にけいれんの症状を起こしたことのある幼児。

種 〈三種混合〉 接種終了児で、最終 @ 過去において、この予防接種により副反応を起こしたことのある幼児。

接種月後 1年を経過 @ その他、接種を行うことが不適当と認められた幼児は、接種できませんの

している 3歳児。 で注意してください。

医療機関での 住吉 ・本江 ・道下 ・加桜 ・経団地区の40歳以上の方と それ以外の地区の65歳以上の方は、 6

成人病検診 月 1日から 8月31日までにお受けください。
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の

・

日
月
家
庭
教
育
講
座

(逗
し
い
子
供
に
育
て
よ
う
)

家

庭

教

育

学

級

生

募

集

・

ロ
月
親
子
料
理
教
室

市
で
は
、
共
働
き
家
庭
の
親
を
対
象

・
1
月
家
庭
教
育
講
座

に
、
家
庭
教
育
に
関
す
る
知
識
や
技
能

(職
業
生
活
・
家
庭
生
活
の
両
立
)

を
習
得
し
て
も
ら
お
う
と

「健
康
で
明

・
2
月
親
子
民
話
教
室

る
い
家
庭
生
活
を
め
ざ
し
て
」
を
テ
l

・
3
月
間
講
式
・
反
省
会

マ
と
し
て
働
く
親
の
た
め
の
家
庭
教
育
※
開
催
時
間
は
平
日
目
時
初
分
よ
り

学

級

を

開

講

し

ま

す

。

土

曜

日

目

時

却

分

よ

り

・
学
習
計
画

A
V
会
場

本
江
公
民
館
(
友
道
1
4
0
1
)

・
7
月
開
講
式
・
オ
リ
エ
ンテ
ー
シ
ョ
ン

受
講
希
望
の
方
は
7
月
刊
日
附
ま
で

親
子
手
芸
教
室

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

家
庭
教
育
講
座
(
父
親
の
役
割
)
(
包
②
2
2
0
0
内
線
3
0
8
)
ま
で

フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ズ
ム
体
操
・
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

パスハイキング

参加者募集

会
員

-
8
月

・9
月

-m月
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み
ん
砲
の

ヌ
漏

'v

市民スポーツの祭典

第 35田市民体育大会
総合開会式ア月20日(日)

健康で明るい豊かな市民生活を目標に、第35田 市 民 体 育 大 会 を 次 の と お り 開

催いたします。 皆さん多数の参加を待っています。

なお、参加についての、くわしいことは、市教委体育課 8 ⑫ 2200番(内線 310) 

へお問い合わせください。

種 目 極 ~Ij 期 日 t暴 所 lHJ寺持 企11台IJ 

日J 道
一 般男 ・女

7月20日 市弓道場 9:30 
壮年

スポーツ少年団

柔 道 中 学 7月20日 総合体育館 9:30 
由主

スポーツ少年団 本江小学校

バレーボール
中学男 ・女

7月20日
西部中学校

一 般男 ・女 西部中学校

家庭婦人 西部中学校

スポーツ少年団

バスケ ットボール 中学男 ・-/x 7月20日 東部中学校 10:00 
一 自主

スポーツ少年団

食IJ i草 中学男 ・女 7月20日 大町小学校 10:00 
一 般男 ・女

7ニi二ユ 手
スポーツ少年団

7月20日 経悶小学校 10:00 I 一 般

4本 道 スポーツ少年団 7月20日 事年祭道場 10:00 

ラグビー
スポーツ少年団

7月20日 吉島小学校 10:00 I 
一 般

スポーツ少年団

水 I氷
中 学男 ・女

7月20日 室内温水プール 9: 30 
一 般男 ・女

tl:年男・女

クレー射螺 一 骨量 7月20日 富山総合射撃場 10:00 

ゲートボール 高 齢 者 7月20日 大町小学校 10:00 

極 目 穏i ~IJ 期 日 士易 所 1p3寺H企11台IJ 

中学男 ・女 7月13日 9: 00 
陸上 競技 地区対抗 7月20日 吉田グラウンド 9: 30 

一般男 .-/x 7月20日 9: 30 

スポーツ少年団 7月13.20日 市内小学校 9:00 
聖f 球 中学男子 7月19日 東部中学校 14: 00 

一 般男子 5月18日~ 市野球場 9:00 

スポーツ少年団 7月19日 西宮IS中中学校校 14: 00 
中学女子 7月19日 西部学 14: 00 

ソフトポール 地区対抗 7月20日 西部中学校 8:00 
家庭婦 人 7月13日 西 部 中 学 校 8:00 
一 般男子 6月22日~ 市野球場ほか 8:00 

ア 一 ス
一 般 男 ・女 7月 6日

市営コート 9:00 
壮年男 ・女 7月 6日

軟式テニス 中市学立 男・女 7月19日
市営コート

14: 00 
一 男 ・女 7月20日 10:00 

中学 男 ・女
一 般 男 ・女

/てドミントン }求 年 7月20日 総合体育館 9:30 
tl・ 年
家庭婦人

スポーツ少年団
サ ッ カー 中学男子 7月20日 東部中学校 10:00 

一 般男子

スポーツ少年団
中学 男 ・女

卓 球
一 般男・女

7月20日 総 合 体 育 館 9:30 30歳 ・40歳以上

家高 庭婦人
校男 ・女

吸
法
等
の
人
命
救
助
技
術
を
心
得
た

方
が
、
そ
の
場
に
い
た
た
め
に
、
尊

い
人
命
が
救
わ
れ
た
ケ
ー
ス
が
い
く

つ
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
人
命
救
助
技
術
等
を

よ
り
多
く
の
人
達
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
次
の
と
お
り
水
上
安
全

法
短
期
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
o

v日
時
昭
和
白
年
7
月
8
日

ω

午
後

2
時

V
場
所
魚
津
市
総
合
体
育
館

温
水
プ
ー
ル

V
当
日
持
参
す
る
物
水
着
・タ
オ
ル
等

※
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
、

午
後
1
時
印
分
ま
で
温
水
プ
ー
ル

に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
赤
水
上
安
全
法
短
期
講
習
会
の
開
催

りが 海
事ま 、水 暑
故す 毎浴 い
が。年シ暑
発水 lい
生 のズ夏
し 事ンと
た 故がな
時 がまり
に発い

生りい
人 しまよ
工 てしい
H乎 おたよ

一
事
故
の
な
い
夏
を
/

ー

ー

8
月
の
歩
こ
う
会
|

|

8
月
の
歩
こ
う
会
は
、

3
日
目
に
、

涼
風
を
求
め
て
、
大
岩
の
滝
(
上
市
町
)

へ
行
き
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
当
日
午
前

7
時

ω

分
ま
で
、
電
鉄
魚
津
駅
に
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。

(
昼
食
持
参

・
交
通
費
は
各
自
負
担
)

白
馬
乗
鞍
岳
j

白
馬
大
池
巡
り

マ

期

日

7
月
初
日
側

マ

定

員

初

名

マ
申
し
込
み
及
び
お
問
い
合
わ
せ
は
、

-
新
川
山
岳
会
事
務
所E

@
7
9
6
6
 

2
@
1
5
3
3
 

-
村
崎
タ
イ
ヤ

室
内
温
水
プ

l
ル

か
ら
の
お
知
ら
せ

温
水
プ
ー
ル
で
は
、
夏
休
み
中

(
7

月
お
日

1
8月
汎
日
)
、
平
日
(
火
曜
日

か
ら
土
曜
日
)
の
開
館
時
間
を
初
分
早

め
、
午
後
1
時
初
分
か
ら
開
館
い
た
し

ま
す
。
こ
の
夏
、
温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し

て
、
暑
い
季
節
を
乗
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

※
7
月
初
日
側
、
市
民
体
育
大
会
(
水

泳
競
技
)
の
た
め
、
一
般
開
放
は
中

止
い
た
し
ま
す
。

(15) 
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⑧
⑥
⑤
⑫
 

度
)
が
借
入
時
に
必
要
で
す
。

マ
保
証
人
及
び
担
保

・
保
証
人
は
、
原
則
と
し
て
1
名
以
上

が
必
要
で
す
。

・
担
保
は
い
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
の
受
付
ま
た
は
問
い
合
わ

せ
は
、
商
工
観
光
課
(
内
線

2
7
1
)

ま
で

-
小
口
事
業
資
金

あ
っ
せ
ん
保
証
融
資
制
度

こ
の
制
度
は
、
市
と
県
が
資
金
を
出

し
あ
い
、
富
山
県
信
用
保
証
協
会
が
債

務
者
の
保
証
を
引
受
け
る
こ
と
に
よ
り

金
融
機
関
が
貸
し
つ
け
る
も
の
で
す
。

マ
対
象
要
件

・
市
内
で
l
年
以
上
同
一
の
事
業
を
引

き
続
き
営
む
も
の
。

・
従
業
員
が
却
人

(
商
業

・
サ
ー
ビ
ス

業
は
5
人
)
以
下
で
あ
る
こ
と
。

・
県
税
及
び
市
税
の
納
税
成
績
が
良
好

な
も
の
。

マ
限
度
額
及
び
利
率

・
一
事
業
者
当
た
り
側
万
円
で
、
利
率

は
、
年
口
%
。

マ
償
還
期
間
及
び
償
還
方
法

-
4
年
以
内
の
償
還
で
、
元
金
均
等
償

還
。

マ
保
証
料

・
年
U
%
(
実
質
、
借
入
額
の
川
%
程

防
ご
う
非
行

助
け
よ
う

立
ち
直
り

毎
年

7
月
は
、

「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」

月
間
て
す
。

-
池
田
嬬
三
郎
記
念

公
開
講
演
会

ヘ
洗
足
学
園
魚
津
短
期
J

/
大
学
公
開
大
学
講
座
」

7
月
5
日

ω

午
後
l
時
初
分
1
4
時

洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学

合
唱
室

〈
入
場
無
料
〉

市
民
の
皆
様
の
ご
来
聴
を
歓
迎
い
た

し
ま
す
。

⑥
「
永
井
荷
風
と
浮
世
絵
」

ー
風
土
を
見
る
眼
l

マ
と

き

マ
と
こ
ろ

-
人
権
相
談
所
開
設

人
権
問
題
、
非
行
等
で
、
悩
み
ご

と
の
あ
る
方
は
ご
遠
慮
な
く
相
談
に

き
て
く
だ
さ
い
。

マ

日

時

7
月
日
日
幽

午
後
1
時
1
4時

所
魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

富
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
部

魚

津

人

権

擁

護

委

員

マ
場

盤理
募集職種 年骨骨 性別 1t 金 I也区 人員

資格経験
番号 その 11包

l 資材係 18-30 男 10-15 コ問円 崎所玉沢市県 2 普高卒以上免

2 商品管理 18-22 男 11.39-12.39 江口 2 普jUi1j<:以上免

3 運転手 18-60 男 10.5-19 寿 町 2 立目血 免

4 仕製上工缶 30-50 男 19.5-33.8 三ケ 4 7-ω年以上

5 塩加 ピ板工 19-35 男 12-15 三ケ 5 普 免

6 看if主肴詰聾滋婦婦 - 50 女 11-20 大光寺 2 抗if主.n議免紛日午

7 給油係 18-22 女 9.25-9.75 末広町 2 普高卒以上免

8 運転手 20-50 女 8.4 上村木 5 普 免

9 絞セラ製ミ造y工ク等基 18-45 女 8.9 機枕 9 

10 水品産の加箱工詰 18-60 女 9.4-10.5 寿町 3 

〈求人情報〉早急に人を求めていますグ
洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学
助
教
授

八

木

光

昭

⑥
「
近
代
の
失
っ
た
も
の
」

国
学
院
大
学
教
授

・
歌
人

岡

野

弘

彦

-mミ
リ
映
写
技
術
講
習
会

7
月
日
日

ω・
日
日
附

・

口
日
肘

-m日
幽

の
4
日
間
、
各
日
と
も
午

後
6
時
よ
り
9
時
ま
で

市
教
育
セ
ン
タ
ー

(
住
吉
小
学
校
横
)

岱
②

2
4
9
5

マ
募
集
人
員

μ
名

(
先
着
順
)

マ
応
募
資
格
性
別
、
年
齢
等
は
制
限

し
ま
せ
ん
が
、
義
務
整
問

終
了
者
で
あ
る
こ
と
。

マ
と

き

マ
と
こ
ろ

器|希望職種|柑|性別122
'電工作業 I32 I男|♂|送電線王室

量管室I53 I男|叶貨物係 2年

喜業責 I25 I男 I13 I電子部品作|短大卒|普 免

妥イラ手 I41 I男 I15 Iボイラー繁|高卒|ぷ?ぷ綴4
雑務者 I41 I男 I17 Iドリル特|高卒|普 免

表能空 I19 I女 I9 I製品仕上7手.
号汽フ長 I24 I女 I8 I堅守七:主
語容整I44 I女|川野及び24|高卒|普 免

孟務費 I22 I女|川一般事務 2年|短大卒|私議3級

レエイ長 I22 I女 I8 I事務半年|高卒|ゐ 2語

く求職情報〉

経験等

マ
申
込
方
法

市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
ま
た
は
市
教
育
セ
ン

タ
ー
へ
申
し
込
む
。

検
定
の
上
、
合
格
さ
れ
た

方
に
免
許
証
を
交
付
し
ま

す。添
付
用
写
真
(
初
ミ
リ
×
初

、リ
)
l
枚
、
テ
キ
ス
ト
代

約
千
円
必
要
で
す
。

マ
免
許
証

マ
そ
の
他

格

l大型 2f>J{ 
高卒|けん引 ・大特

高卒|普免

資学歴

緊急に職を探していますグ
昭和61年度

国民健康保険税の

第 1期納期限は、

7月31日です。

免

免

中卒|普

高卒|普

6 

8 

-
路
線
パ
ス
の
利
用
に
つ
い
て

毎
日
き
ま
っ
た
時
間
に
走
る
ワ
ン
マ

ン
パ
ス
。
遠
く
か
ら
こ
れ
を
な
が
め
て
、

と
き
を
知
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
貴
重
な
足
が
自
動
車

の
普
及
に
よ
り
ピ
ン
チ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
最
近
、
若
者
を
中
心
に
路
線
パ
ス

へ
の
乗
車
が
減
る
一
方
で
、
廃
線
対
象

の
第
三
種
生
活
路
線
に
転
落
す
る
恐
れ

が
で
て
き
て
い
ま
す
。

収
益
率
の
悪
い
路
線
は
、
現
在
、
国

県
及
び
市
か
ら
の
補
助
金
を
、
つ
け
て
維

持
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
大
切
な
足
で
あ
る
路
線

パ
ス
が
、
い
つ
ま
で
も
走
り
つ
づ
け
ら

れ
る
よ
う
格
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

9 

10 

※くわしいことは 、魚津公共職業安定所

<ft 24-0365 >へお問い合わせください。

。。
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-
「
七
夕
ま
つ
り
」

行
事
に
つ
い
て

今
年
も
七
夕
ま
つ
り
の
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
河
川
を
き
れ
い
に
す
る
運
動

や
防
災
上
か
ら
鴨
川
、
角
川
に
七
夕
か

ざ
り
を
流
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す。
そ
の
た
め
、
七
夕
か
ざ
り
は
次
の
よ

う
に
指
定
場
所
へ
出
し
て
い
た
だ
く
か
、

各
自
印
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
に
切
っ
て
各
町

内
の
ご
み
収
集
日
に
収
集
場
所
へ
お
出

し
願
い
ま
す
。

⑥

7
月
7
日
開

午
後
7
時
か
ら

午
後
8
時
却
分
ま
で

.
大
町
小
学
校
周
辺
の
方
は

「
大
町
小
学
校
校
庭
」
へ

・
村
木
小
学
校
周
辺
の
方
は

、

魚族紹介(115) 魚芳希@自然
ひらいそがに

「
村
木
小
学
校
校
庭
」
へ

な
お
、
当
日
は
順
序
よ
く
校
庭
に
入

り
、
ち
ょ
う
ち
ん
の
火
を
消
し
て
か
ら

指
定
の
場
所
へ
お
い
て
お
帰
り
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
雨
の
場
合
は
、
日
セ
ン

チ
ぐ
ら
い
に
切
っ
て
各
町
内
の
ご
み
収

集
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

日本各地の海岸で最も普通に見られ、磯の石をひっ

くり返すと、あわてて近くの石の下に逃げ込む。甲ら

の色はこげ茶色ガ多いガ、椎ガ二は真白や真黒なもの

も見られ、砂粒などの脅景にうまくとけ込む。雑色l性

で石の表面の海藻や育機物を器用にはさみを使って口

に運ぶ。繁殖期は春から秋にかけてで、雌は一度に数

干個の卵を腹部にかかえ、一年に数回の産卵と鈎生の

放出をくり返す。約一年で成熟し、寿命は2-3年と

考えられる。

-
着
色
米
、
斑
点
米
の

発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
/

7
月
中
旬
ま
で
に
、
畦
畔
や
農
道
、

雑
草
地
の
草
刈
り
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
刈
り
取
っ
た
雑
草
を
放
置
し
て

お
く
と
、
「着
色
米
」
の
発
生
源
と
な

っ
て
斑
点
米
の
原
因
と
な
り
ま
す
か
ら
、

必
ず
堆
肥
に
す
る
か
、
焼
却
し
て

「魚

津
米
」
の
声
価
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

-
米
国
派
遣
農
業

研
修
生
募
集

農
業
研
修
生
派
米
協
会
で
は
、
日
年

度
派
米
農
業
研
修
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
研
修
期
間
は
2
か
年
で
、
滞
米
研
修

に
必
要
な
経
費
は
、
農
業
実
習
の
報
酬

と
助
成
で
ほ
と
ん
ど
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

応
募
の
資
格
条
件
等
、
詳
し
い
こ
と
は

7
月
四
日
ま
で
に
市
農
政
課
庶
務
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
(
内
線

m)

-
「
固
有
財
産
に
関
す
る

行
政
相
談
」

i
大
蔵
省
富
山
財
務
事
務
所
j

皆
さ
ん
の
敷
地
内
に
元
の
農
道
や
水

路
敷
が
取
り
込
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

富
山
財
務
事
務
所
で
は
、
こ
れ
ら
の

土
地
の
買
受
手
続
き
や
、
そ
の
ほ
か
固

有
地
全
般
に
つ
い
て
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
相
談
日

7
月
8
日

ω

マ
場

所

午
前
日
時
1
午
後
4
時

魚
津
市
役
所

ー
階
第
4
会
議
室

富
山
財
務
事
務
所

固
有
財
産
管
理
官

マ
相
談
員

-
L
P
ガ
ス
の
点
検
〈
7
月〉

実
施
地
域
・:
・:
下
野
方
地
区
(
友
道
・

大
光
寺
・
本
江
)
点
検
に
は
県
L
P
G

協
会
魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調

査
員
が
伺
い
ま
す
。

宮
@
5
3
4
0

職
員
の
飲
酒
運
転
事
故
に
つ
い
て
お
わ
び

が
、
こ
れ
が
守
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
全
く
申
し
わ
け
な
く
思
つ

て

い

ま

す

一

職
員
は
、
市
民
の
奉
仕
者
で
あ
り
、

ま
た
模
範
と
し

τ、
今
後
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
の
な
い
旨
、
徹
底
を
期
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

魚
津
市
長

魚津善意銀行へのご警位
、 〈敬称略〉

谷 正久仏回 100，000円

後藤力三 火の宮町 50，000円

牧 利子慶野 100，000円

中田武 男新宿 150，000円

長谷川益男 黒部市堀切 20，000円

沢田哲夫横枕 10，000円

魚津鋭金塗装整備工場 5，000円

魚津電報電話局伝送無線諜 2，600円

金三津文子 本町二丁目 50，000円

中瀬直 昭新宿 50，000円

藤田利光木下新-. 20，000円

菅田正雄新宿 20，000円

中山常之東山 ・ 50，000円

石田 稔金浦町 30，000円

北 野初男新角川一丁目 20，000円

匿名 14，600円

里崎あい子慶野 2，500円

島崎 進三田 2，500円

浦山国雄新角川二丁目 2，500円

四十内松栄 本町一丁目 5，000円

石崎政雄火の宮町 2，500円

板井直江末広町 2，500円

匿名 2，500円

石l崎 誠本町二丁目 2，500円

田林テ ル舛田 2，500円

西坂宗正上口二丁目 100，000円

石崎保治住吉 20，000同

大野昭二北鬼江一丁目 2，000円

魚津鋲金塗装整備工場 5，000円

※受付けの順番で掲載していますが、紙面の
都合で一部次の号以降になります。

。ゎ

5
月
幻
日
、
相
ノ
木
地
内
に
お
い

て
、
市
職
員
が
飲
酒
に
よ
る
交
通
事

故
を
、
お
こ
し
た
こ
と
に
つ
い
て
深

く
お
わ
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

安
全
運
転
に
つ
い
て
は
日
頃
よ
り
、

そ
の
重
要
性
に
鑑
み
、
職
員
の
自
覚

を
促
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
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，、

みなさんのご来場お待ちしています

梅
雨
時
の
雨
は
、
海
山
に

レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
人
に
は

か
あ
い
に
く
の
雨
。
だ
が
、
農

家
や
草
木
を
愛
す
る
人
に
は

H

よ
い
お
し
め
り
H

で
あ
る
。

し
か
し
、
集
中
豪
雨
で
大
水

だ
け
は
、
過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ
る
が
ご

と
し
で
、
あ
ま
り
い
た
ゾ
け
な
い
。
梅
雨

は
、
や
は
り
梅
雨
ら
し
く
ほ
ど
ほ
ど
に

降
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と

梅
雨
明
け
の
言
鳴
で
本
格
の
夏
を
待
ち

た
い
も
の
で
あ
る
。
山
開
き
、海
聞
き
も

こ
れ
か
ら
が
本
番
。
七
日
は
七
夕
、
十
五

日
が
盆
、
夏
休
み
も
始
ま
っ
て
土
用
の

入
り
、
虫
干
し
と
夏
の
行
事
が
つ
づ
く
。

政
局
の
方
も
衆
参
ダ
ブ
ル
選
挙
が
、

七
月
六
日
の
投
票
日
に
向
け
て
、
日
本

列
島
を
選
挙
一
色
に
ぬ
り
つ
ぶ
し
、
過

熱
化
の
様
相
を
見
せ
て
い
る
。
選
挙
結

果
に
よ
っ
て
は
、
政
局
が
流
動
化
す
る

可
能
性
を
も
は
ら
ん
で
お
り
、
「
政
局
の

安
定
」
「
ニ
ュ

l
リ
ー
ダ
ー
時
代
の
幕
開

け
」
か
、
あ
る
い
は
「
伯
仲
の
継
続
」
か
、

国
民
は
重
大
な
選
択
を
迫
ら
れ
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。
い
づ
れ
に
し
て
も
、
政

局
も
、
い
よ
い
よ
お
暑
い
季
節
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

。紛

編集予

印刷/魚津印刷株式会社

圃置圏圏E圃
(5月末現在) 人(前月対)

人口(男) 23，990 (一38)
(女) 25，947 (ー13)

計 49，937(ー51)

世帯数 13，607世帯

市の面積 200.75km' 

海岸線 7.9km 

編集/企画広報室


